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化を扱った研究の一つとしては、Guerriero et  al. (2006）が挙げられる。
Guerriero et al. は、異なる発達段階ににおける英語児および日本語児による






達過程が見られなかった。Guerriero et al. は、日本語児のこの一貫していな
いように見える指示行動を、養育者からの入力に帰した。
Guerriero et al. の分析方法を詳細に検討すると、一つの疑問が生じる。分







った。しかし、Guerriero et al. 自身も指摘しているが、この分析では、省略
された項と、コレ・アレなどの直示語の項を同じ「非語彙的」カテゴリーにま
とめており、主な先行研究（Allen, 2000など）との方法論的な違いが生じて
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註
１）本稿は、Mental Architecture for Processing and Learning of Language
2013（2013年８月３日・４日、関西学院大学大阪梅田キャンパス）の予稿集の
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原稿（原題 “A Preliminary Study on the Development of Referential
 
Strategies in Child Japanese,”『信学技報』Vol.113,No.174,pp.131-134）
を、翻訳・加筆・修正したものである。
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